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アカガイに枚貝)の初期個体発生について

＊＊

小 林 巌

1． まえがき

二枚貝類の個体発生については，水産学上の必

要性から， 日本近海産の有用貝類の資料が畜債さ

れている（宮崎一老,1957吉田裕, 19641aそれら

は個体発生の幼生期に関する研究と成体期におけ

る殼体の成長に関する研究である。筆者は幼生期

の個体発生に関する貴重な成果Iこ学び，その変化

過程の歴史的意義の一端を考察して，二枚貝の殼

体研究の指針にしたいと考えている。

2． アカガイの発生段階について

アカガイ幼期の個体発生は吉田裕(1955,1964)，

宮崎一老(19訂),菅野尚(1963),H.KANNO and

S.KIKUCHI(1962),田中弥太郎(1971)らによ

って，詳しく観察されている。これらの研究によ

れば，アカガイの発生はほかの二枚貝の幼生期の

個体発生と同じ経過をたどる（表1)。アカガイの発

生は受精から嚢胚の諸期を経て，環形動物ととも

に軟体動物に特有なトロコフォア幼生期に達する。

環形動物との共通性は両者の類縁性を予想させて

きた点でもある。 トロコフォア幼生期の後，頭足

類を除く軟体動物ではヴェリジャー幼生期を経て

変態し，雅貝段階へと移行する。殼体の形成が始

まるヴェリジャー幼生期は，殼体の形，或いは殼

体形成器官の差異から, D殼期と殼頂期とに分け

られる（図1）。

飼育アカガイで調べた田中弥太郎（1971）は，

つぎの発生段階を識別した。
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3，殻体形成器官について

前掲の研究には記述されていないが，団勝磨・

久米叉三共編(1957)によると，二枚貝類において

は殼体を形成する器官はトロコフォァ期末に外胚

葉が陥入して，それが反転膨出したのち，後背部

でD殻を分泌する殼腺となる。これは内胚葉の陥

入よりやや遅れて，その反対側で卵割腔へ陥入す

る。殼腺の細胞は最初やや大きく，厚い外胚葉に

なり，薄いクチクラを分泌する。その後，細胞群

は中央線（蝶番線）にそって，左右に分れ，平坦

となり，殼体形成物質を分泌する。成体で殼体を

つくる外套膜は， ヴェリジャー期に殼腺組織とほ

かの上皮細胞の接合部からあらためて生じるとい

う。

殼体形成器官は外胚葉性の細胞を起源とする器

官であり，新しい機能をも

つ細胞群への転換は，一般

にみられるように発生上の 。

一つの運動である陥入現象

を伴なう。殼腺という幼生 ，‘

器官から外套膜という成体

器官への変化が認められて b

2A

いるが， この点に注目する

必要がある。

4．殻体について “

殼体形成の開始後におけ

る発生段階（ヴェリジャー

。
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表1． 初期個体発生の経過



いう（但し，殼頂期の最初にできる殻を第1原殼

と呼ぶ人もいる）。この時期をD殼期という。つ

づいて，外套臆こよって形成される殼体（第2原

殼）は, D殻とともに左右相称であるが，卵形と

なり，殼頂が突出し，殼表には同心輪をもつ。同

心輪は成長に周期的生理変化が現われることによ

るのであろう。この時期を殼頂期という。変態後

には，殼体が前後に長く，中央が凹む長方形とな

り，殼頂期の殼体とは明らかに異なる形態をとる。

これを新生殻という。

ここで，ヴェリジャー幼生期には，二枚貝に共

通している, D型の殼体をつくる殼腺から，卵形

の殼体をつくる外套膜への質的変化とともに，同

じ外套膜が，変態期後に著しく異なる新生殻を形

成するようになる質的変化に大きな意義を認めざ

るをえないであろう。つぎに，新生殻は雅貝期か

ら成体期にかけて殼長，殼高，殼巾の増加ととも

に，全体の形が前後に長い段階から卵形～方形へ

と漸移的に変化する（図5）。この殼体の形は殻

の2分的傾向がフネガイ科の特徴のようにみえる
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図2．殼頂期の殻形(ChanleyandAndrew,1971)
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とさえいわれているように（田中弥太郎, 1971 ), f
新生殻で▲ｪ里や旦arbat唾に似ていて，それが

HAnadara型ﾛへと次第に変わるようである。
壱三一三二‘， ._、 、 “～． ‐.． ‐‐ 、 一-- － － ． a．初期浮遊仔貝0.18mm×0.14mm ！風.切畑浮遊廿具U･ﾕUmmx0･ﾕ4mmb

＝

･癖浮遊仔貝0．25
ほかの二枚貝と比較してみると, D殻は多くの mm×0.19画mc・浮遊期を終った仔貝0,"mm×0.21mm

d・底生初期の准貝0.44mmxq28mm e,同上0.“mmXO.“
二枚貝類で類似した形を示し，種間の共通性が大 mmf.~h稚貝期3.3mm~13.5mm
きいとみられる。ついで殼瞬組になると，いくつ 図5． アカガイの幼貝・雅貝の殼体

かのタイプ．の殼形をもつようになるという(P . (吉田'1964)
ChanleyandJ.D.AndreW,1971 ;図2)。共通性

がやや減り，差異鐘3増大してくるようであるが， 6．生活形について

殼形と分類との関係は充分にわかっていない。新 アカガイはヴェリジャー期まで浮遊或いは遊泳

生殼になると，属や種の特徴がより多くあらわれ， 生活をし，変態後には，一時足によるほふくをす

成体期の特徴の一部をすでに表出してくる。変態 るが，海藻などに足糸で付着するようになる○そ

後のアカガイでは，放射肋が後。前．中の順に現 の後約1年，殼長4cm～5c〃になると（東京湾
われ，その数は成体に近いものとなる。アカガイ で，吉田裕,1964)’泥中の表棲生活をするように
の雅貝は近縁種のサルポウの雅貝に似ているが， なる。

別亜属のハイガイとはかなりの差異がある(図4)｡ 遊泳期は一部の二枚貝を除いて多くの種類に共
5．殼体の物質組成について 通している。この時期に，足を発生させ，足糸腺

アカガイの幼貝。雅貝の殻体構成物質について を生じ，変態後の着生生活の準備が進行する○足

の知見はほとんどない。アコヤガイではD殼期の と足糸は二枚貝の生活形態を決める重要な器官の
殻体力鱗酸カルシウムで，鯛頁期の殼体が成体と 1つであり，二枚貝の進化の過程において興味深
同じ炭酸カルシウムになると‘いう（渡部哲光。結 い関係にあり, 0.M. YGNGE(1962)がすでに
城了伍,1952)oこれらの変化が二枚貝の幼生期の 論じている。

殼体において普遍的な現象かどうか極めて興味の アカガイの個体発生にみられる，遊泳→足糸付
大きい点である。コンキオリンの知見はまだなく， 着表棲→自由底棲生活への移行は’系統発生の反
今後の分析がまたれる。 映ともみられる。
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題は未解決のままであるし, Caイオンと結合する

燐酸イオンと炭酸イオンとの問題も二枚貝で展開
される可能性がある。
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スあとがきにかえて

筆者は個体発生における殻体構造の変化を探くﾞ

り，それらの系統発生的意義を考察しようとして

いる。又，二枚貝IこおけるOalcite/･Argo nite"

,(書評）

哺乳類の時代 B. クルテン署 第1 0章「人類の時代」にある，絶滅と小型化の
小原秀雄。浦本昌紀訳，平凡社， 1300円 話は興味深い。

哺乳類化石の研究で知られた,Bjm血rljen箸 学名の読み方に多少不備があり，本の大きさが
''TheAgeDfMammals ''Weidenfeld & 原本より縮んだために，写真が見にくくたった点

Nicolson発行(1971)の全訳である。内容は は残念であるが，生物学者である訳者が，地質学

，0章からなり，新生代の若年代に生活していた 用語を訳し,古地理図をより新しく見やすい物と
哺乳類を中心に，当時の古地理や古環境について差しかえた点に苦労がしのばれる。内容のわりに

述べられている。各大陸の哺乳類の消長を生態的値段が手頃左ので，古生物学を志す人だけでなく ，

地位の観点から論じている点と，ほとんどの図が， 新生代の古地理や，動物生態学に興味をもつ人に

動物の復元図と古地理図である点に特色がある｡ もすすめたい｡ （犬塚則久）
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